
 

 

 

 

 

 
 

 

《開催内容》 

日  時 平成２５年１０月６日（日） ８：１５～１６：３０ 

行 き 先 五所川原消防署、楠美家住宅、立佞武多広場、立佞武多の館 

参 加 者 数 １９名 

講 演 「消防・救急の現場と地域の自主防災」  

講 師 五所川原消防署 副署長 消防司令長 長尾重孝氏 

主 催 五所川原市企画課男女共同参画室 

 
 
《行程表》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画フェスタ ごしょがわら ２０１３ 

今、考えよう！地域の防災と活性化【事業報告】 

 

津軽鉄道で行く ～ちょっと旅～ 

 

新築した五所川原消防署や市内で地域活性化活動をしている施設を見学し、男女共同参画の視点

から地域の防災と活性化について考え、また、「消防・救急の現場と地域の自主防災」の講演会へ参加

し、日頃の備えについて確認してみる目的で行いました。 

8:15 

 

8:55 

 

9:31 

 

9:50 

10:20 

 

 

11:50 

 

12:50 

 

13:40 

 

14:10 

 

14:55 

15:15 

 

15:52 

 

16:30 

市浦総合支所 集合 

↓バス移動   

津軽中里駅（発）  

↓津軽鉄道  

津軽五所川原駅（着）←五所川原地区の方9：30集合 

↓バス移動 

五所川原消防署【見学】  

【講演】「消防・救急の現場と地域の自主防災」  

     講師 五所川原消防署 副署長 消防司令長 長尾重孝氏 

↓バス移動 

ホテルサンルート五所川原【昼食】 

↓バス移動   

楠美家住宅 【見学】 

↓バス移動   

立佞武多広場【見学】   

↓徒歩移動  

立佞武多の館【見学】  

↓バス移動  

津軽五所川原駅←五所川原地区の方ここで解散 

津軽五所川原駅（発）  

↓津軽鉄道  

津軽中里駅（着）  

↓バス移動  

市浦総合支所 解散  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月６日（日）午前８時１５分 集合。 

秋晴れの良い天気に恵まれ、市浦地

区からの参加者３名と市浦総合支所を

出発しました。 

オレンジ色の車両、「走れメロス」に

乗車しました。 

午前８時５５分。定刻どおり津軽鉄道

津軽中里駅を発車しました。 

津軽半島観光アテンダントさんが乗車

し、楽しいガイドつきで津軽鉄道に乗るこ

とができました。アテンダントさんのガイド

があると、見慣れた景色も新鮮に感じら

れました。 

鈴虫の鳴き声が心地よかったです。 

約２５分後、津軽鉄道津軽中里駅に到

着。 

「日本最北の私鉄 津軽鉄道 最北の

駅 津軽中里駅」と書いてあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津軽五所川原駅に到着。 

再びバスに乗り、五所川原消防署

へ向かいました。 

車庫の内部には、たくさんの消防車

や救急車があるだけでなく、ホース乾

燥室や、救急車の資材を置いておく部

屋もありました。 

五所川原消防署到着。 

長尾副署長さんの出迎えを受け、

説明を聞きながら消防署の中へ。 

普段入ることのできない消防署内の

部屋や車庫の見学、訓練のための建

物の説明を聞きました。 

消防署の見学の後、講演の最初に五所川原消防署員の方出演のＤＶＤを見せていた

だきました。市民の命と財産を守る真剣なまなざしに、圧倒されました。そのあと、五所川

原消防署長尾副署長さんの講演を聞きました。消防と救急の現場と、普段からの防災の

備えについて男女共同参画の視点から考える良い機会となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前のスケジュールが終了し、ホテ

ルサンルート五所川原へ移動しました。 

きょうの昼食です。 

楠美家住宅で説明を聞きました。 

何度か行ったことがあっても説明を聞い

て初めて知ったことが多く、歴史の深さ

を改めて感じました。 

立佞武多広場で災害時、避難所とし

てどのような機能があるか、説明して

いただきました。 

 広場には、テントを張った仮設のトイ

レや普段はベンチとして利用できるか

まど、大八車、テーブルが整備されて

いました。 

 立佞武多広場に整備されたことに安

心するとともに、実際に使うことがあり

ませんように。 

最後の見学施設、立佞武多の

館に到着です。 

やっぱり何度見てもいいです。 

ちょうど生でお囃子を聴くことが

できました。祭りを思い出し、体が

動き出しそうでした。 

美術展示ギャラリーも見学しまし

た。何枚もの浮世絵を近くで見るこ

とができました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆アンケート結果（一部抜粋）☆ 

 

 

○津軽鉄道で感じたことについて。（津軽鉄道を利用した方のみ回答） 

・２０数年ぶりでなつかしかった。 

・いつも利用しています。 

 

・すごい最新なものばかりで、びっくり。 

・設備の良さにびっくりしました。 

・きれいな職場で働くのに気持ち良いと思った。 

・周囲の方々に耳ざわりな音と思われるだろう･･･と感じました。 

・よく出来ていた。 

・親戚の男の子ががんばっています。我が家の女の子、男の孫もすばらしい消防署の中

で働かせてみたいと思いました。 

・施設・設備の整っているのに感心した。 

・市民を守るために尽力してくださっていることに感謝しています。 

・そのわりに人数が少ないと思いました。 

・初めての見学でよかった。 

・設備がすごく、これからも経費がかかると思った。 

・設備の良さに感心しました。これからも市民のために活用してほしい。 

・すてきな建物だと思いました。 

・忙しい職場なのに人員が少ないのにおどろきました。 

・見学できてよかった 

○五所川原消防署で感じたことについて。 

 

◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆ 

 

  

○楠美家住宅で感じたことについて。 

 ・仏壇の大きさにびっくりしました。 

・案内人が居て、すごく良かった。 

・何回も行っているが説明を聞けてよかった。 

・昔の大家の建物、無駄のない利用、仏壇、金庫等すばらしい。 

・柱が明治時代のものと思えない程りっぱでした。 

・なつかしかった。 

・仏壇がみごとだった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新築した五所川原消防署を見学後、長尾副署長さんの講演を聴き、男女共同参画の視点か

ら災害時の自主防災などについて考える良い機会となりました。また、地域活性化のために活

動している施設を見学し、元気とパワーをもらいました。 

 地域で活躍する人と触れ合ったことにより、お互いを尊重する気持ちをさらに増やし、今後の

生活をより充実したものにしたいと思います。 

災害時においても固定的性別役割分担意識をなくし、男性も女性も活躍できる地域をつく

り、自分らしく生きられる男女共同参画社会を目指しましょう。 

 

・市内に居住していても、初めてのところが多く、特に消防署は良かったです。 

・また参加したいです。 

･１日があっという間に終わった感じ。 

・弁当がもっと温かければよかった。 

○フェスタ全体に対するご意見・ご感想について。 

 

◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆ 

 

  

○立佞武多広場で感じたことについて。 

 ・五所川原にも機能設備があることを知り、少し安心する。 

・ベンチ、トイレの設備には感心した。 

・地下タンク（水を保管）が何百リットルかを知っておいたら良いと思う。 

・実際に避難することになったら狭い。 

・大変良かった。 

  

○立佞武多の館で感じたことについて。 

 ・山田春雄さんのコレクションとても良かった。 

・美術展示ギャラリーも見学できて良かったです。 

・楽しく見学できました。 

・いつ見ても感動する。お囃子ができてよかった。 


